1 インターネットの基礎知識
　現在では、パソコンを買ってくれば、その日のうちにインターネットを利用できます。インターネットがどんなものか知らなくても、インターネットを利用できる時代がやってきたのです。しかし、せっかく利用するなら、最低限の知識は持っておきたいもの。特にホームページを持つなら、インターネットの仕組みやプロバイダについて知ることは、けっして無駄にはなりません。

1.1 世界を変えたインターネット
　現在のようにインターネットが一般に浸透する以前でも、複数台のコンピュータをつなぐネットワークは、それほど珍しくはありませんでした。社内ネットワークはもちろん、電話回線を使用したパソコン通信などは、ウィンドウズの前身であるMS-DOSの時代からすでに多くの利用者がいました。しかし、インターネットが普及した現在と比べると、やはり利用者は限られていたと言わざるをえません。この状況を劇的に変えたのがインターネットです。アメリカ国防総省により、1969年に開発されたアーパネット(ARPANET) という情報機関システムがインターネットの始まりといわれています。インターネットもネットワークの一種です。コンピュータどうしを結ぶという点では、従来のネットワークとなんら変わるところはありません。では、なぜインターネットだけが、世界を変えるパワーを持っていたのでしょうか。

1.1.1 ネットワークのルール、それがプロトコル

　ネットワークを道路網、そこを行き来するデータをクルマにたとえてみましょう。クルマがスムーズかつ安全に行き来できるためには、たくさんのルールが必要です。ある道路が左車線、別の道路が右車線だと、交通事故が多発して使いものにならないでしょう。交通標識の統一も必要でしょう。ブレーキを踏んだらブレーキランプが点灯したり、左右に曲がるときはウインカーを出すといったクルマの構造や運転方法についてのルールも必要です。ネットワークもこれと似ています。データをどこに送るのか、どういう形式でデータを送るのか、データをうまく送れなかったときどうするのか……等々。データの通り道やデータそのものについてのルールが必要なのです。これが｢プロトコル｣です。そして、インターネットで採用されているプロトコルがTCP/IPです。

1.1.2 中心のないネットワーク

　TCP/IPというプロトコルでつながったネットワークには、"中心がない"という特徴があります。TCP/IPでつながったコンピュータは、網の目のように互いに結びつき、それぞれに対等な立場でデータをやりとりできます。これに対し、従来のネットワークには中心があります。

　従来のネットワークは、いわば中央集権型と言えます。送られたデータは必ず中央のコンピュータを経由するため、中央さえしっかりしていれば、他人にのぞかれる心配はありません。中央のサービスが充実すれば、そこにつながったコンピュータは、すぐにその恩恵を受けられます。トラブルが起きたときの責任の所在も明確です。その一方で、中央が故障するとネットワークが機能しなくなったり、ネットワークそのものが閉鎖的になるデメリットもあります。

　これに対し、TCP/IPによるネットワークでは、コンピュータは互いに対等な関係で結ばれます。データを送る経路も一定ではありません。仮にどこかが故障しても、別の経路を使ってデータを送ることができます。ネットワークの拡張も簡単です。一方で、途中でデータをのぞかれる危険があったり、ネットワーク内で起きたトラブルに対する責任の所在が曖昧になるデメリットもあります。よく言えば開放的、悪く言えばアバウトなネットワークと言えます。インターネットは、後者のネットワークです。

1.1.3 ネットワークの大増殖とインターネットの出現

　では、なぜ｢中心のないネットワーク｣が必要だったのでしょう。それは、旧ソビエトからの核攻撃に備えたアメリカの軍事情報ネットワーク維持にあったと言われています。従来のネットワークでは、中央のコンピュータが破壊されると、ネットワーク全体が機能しなくなります。それではマズイというわけで、一部が破壊されても情報伝達能力を失わないネットワークが研究されたわけです。冷戦は終わり、この研究は思わぬ方向で実を結びます。中心がないという事実が、それまでバラバラに存在していたネットワークを、相互に結び付ける大きな推進力となったのです。TCP/IPというルールさえ遵守すれば、自分のルールを相手に押しつけなくても(あるいは相手のルールを受け入れなくても)、他のネットワークと相互乗り入れできることに、多くの技術者が気づき始めたのです。

1.2 ワールド ワイド ウェブの登場

　インターネットという世界規模のネットワークが登場すると、その利用方法も模索されました。もちろん従来のネットワーク同様に、電子メールやファイル転送にも利用されましたが、なんと言っても世界を覆う巨大ネットワークですから、これまでにない新しい使い方が期待されたのです。そこに登場したのが、World Wide Web（ワールド ワイド ウェブ）です。インターネットでは、どのコンピュータも対等な関係で結びつき、各コンピュータはデータの送り手にも受け手にもなれます。ということは、コンピュータ上に情報を置くだけで、その情報は世界中のユーザーの目に触れる可能性を持っているのです。

　もしも、こうした情報を効率的に表示･検索したり、関連のある情報を相互に結び付ける仕組みがあれば、世界規模の巨大な情報データベースとしてインターネットを活用できるはずです。この仕組みこそが、World Wide Webです。そして、World Wide Webという仕組みの素晴らしさを、誰にでも分かる形で示したソフトウェアが登場します。｢モザイク｣です。

1.2.1 HTMLを読み込むブラウザ、「モザイク」登場！

1993年にイリノイ大学で学生であるマーク・アンドリューセンにより開発されたMosaic（モザイク）は、現在のNetscape Navigator(以下、Navigator)やInternet Explorer(以下、IE)の原型となったブラウザです。文字と画像を1つのページとして表示し、そのページをインターネット上でやりとりすることを可能にしました。もちろんページ中のリンクをクリックすれば、他のページにジャンプする機能も備えていました。今では当たり前ですが、それまで文字主体であったインターネットの世界に、モザイクは大きな衝撃を与えました。　ページの美しさ、マウスだけでページを切り替えられるシンプルさ、それでいて世界中の情報にアクセスできる驚きは、それまでインターネットとは無縁であったユーザーまで巻き込み、インターネットが爆発的に広がるきっかけとなりました。そして、この流れの中で大きな役割を果たしたのが、HTMLという言語だったのです。

1.2.2 モザイクからNavigator、そしてIEへ

　やがてモザイクは、Navigatorの登場によって役割を終えます。Navigatorは数ヶ月単位でバージョンアップを繰り返し、HTMLの仕様も拡張されました。インターネットへの注目も急速に高まり、いよいよマイクロソフトが重い腰を上げることになります。Windowsにインターネット機能を標準搭載し、Internet Explorerというブラウザを開発したのです。現在ではバージョンが6となり、アップルのマックをのぞいては、世界中で圧倒的なシェアを誇っています。

2 ホームページを実際に作る！

現在では、インターネットにつながったパソコンはもちろん、携帯電話でもホームページを見ることができます。そんなに身近になったホームページですが、初めてホームページを作ろうとすると、次のような疑問が出てくるはずです。

2.1 ホームページは誰が作っているの？

　ホームページは、インターネットに接続できるパソコンさえあれば誰でも作成できます。企業か個人かは問題ではありません。実際のところ、企業のホームページも個人のホームページも仕組みはまったく同じです。パソコンとちょっとした知識があれば、誰にでもホームページは作れるのです。もっと単刀直入に言えば、自分のパソコンでホームページを見ることのできる人は、すべてホームページを作ることのできる人なのです。

2.2 ホームページってそもそも何？

　ホームページの正体は、HTML(Hyper Text Markup Language)という簡単な言語によって書かれたテキスト形式のファイルです。テキスト形式のファイルとは、文字だけで構成されたファイルのことで、Windowsのメモ帳があれば作れます。たとえば、メモ帳を使って次のように書いたとしましょう。

<HTML>

<BODY>

<HEAD>

<TITLE>WELCOME PAGE</TITLE>

</HEAD>

<BODY>

<H1>私のホームページ</H1>

</BODY>

</HTML>

　<BODY>や<H1>、<IMG>など <> で囲まれた記号のことを｢タグ｣と呼びます。HTMLには、見出しを設定したり、文字を中央に揃えたり、水平線を引くタグがたくさん用意されています。画像を表示したり、他のホームページにジャンプする｢リンク｣を設定するタグもあります。サウンドファイルや動画ファイルがあれば、タグを使ってサウンドを鳴らしたり、動画を再生することも可能です。このように、ホームページの正体は、HTMLで書かれたテキスト形式のファイル(｢HTMLファイル｣と呼びます)と、画像、サウンド、動画などのファイルの集合体なのです。

　ですから、ホームページを作るには｢HTMLを勉強する｣ことが重要になります。具体的には、HTMLで定義されているタグの機能･使い方を知ることが大切です。ただし、｢HTMLエディタ｣と呼ばれるソフトを使えば、必ずしもHTMLの知識は必須ではありません。HTMLエディタなら、ワープロで文書を作るような感覚でホームページを作成できるからです。とは言っても、HTMLエディタが最終的に作成するのがHTMLファイルであることは変わりありませんから、HTMLエディタを使う場合も、HTMLの知識があるほど有利なのは確かです。

2.2.1 ホームページは複数のファイルで構成される

　ホームページの正体はHTMLファイルですが、HTMLファイルがホームページのすべてではありません。たとえば画像を表示するなら、HTMLファイルとは別に画像ファイルを用意する必要があります。音声や動画についても同様です。画像、音声、動画などをホームページの素材とすれば、HTMLファイルは、こうした素材を1つのページにまとめる役割を持っているわけです。

　さらに、1つのHTMLファイルだけでホームページが構成されることは、まずありません。複数のHTMLを作ってリンクを設定し、相互にジャンプできるようにするのが一般的です。したがって、充実したホームページを作れば作るほど、多くのファイルが必要になります。こうしたファイルをうまく管理することも、ホームページ作りでは大切な作業です。

2.2.2 必要なファイルはプロバイダのWWWサーバにコピーする

　HTMLファイル、画像や音声などの素材ファイルは、手持ちのコンピュータで作成します。そして、HTMLファイルをブラウザに読み込み、正しく表示されるかどうかを確認し、不都合があれば、再びHTMLを編集してレイアウトを調整する、という作業を繰り返します。大切なことは、この作業がインターネットに接続していない状態で行えることです。

　必要なファイルを作り、正しく表示されることを確認したら、すべてのファイルをプロバイダの｢WWWサーバ｣というコンピュータにコピーします。先に、｢インターネット上のコンピュータはすべて対等な関係で結ばれている｣と書きましたが、WWWサーバが、このインターネット上のコンピュータです。手持ちのコンピュータで作ったファイルをプロバイダのWWWサーバにコピーして初めて、インターネット上にホームページを持ったことになるのです。そして、WWWサーバにファイルをコピーするとき使用するのがFTPツールです。

2.2.3 ブラウザ、OSによって表示が異なる互換性の問題

　ホームページを作る上で、避けて通れないのが互換性の問題です。1つは同じブラウザのバージョンによるちがい。もう1つはNavigatorとIEのちがいです。

　まず、バージョンによるちがいですが、NavigatorとIEの両ブラウザとも、新しいバージョンほど機能が多くなっています。このため、新しい機能を活用したホームページは古いバージョンでは見ることができません。表示できないだけのケースもありますが、場合によってはエラーになることもあります。

　しかし、2004年現在、すでにIEを使用するひとが圧倒的に多いため、ウィンドウズとマックの互換性に気を遣うべきでしょう。なお、マックには「サファリ」というブラウザが採用されています。

3 ホームページを作るお手軽ツール

　友人に電子メールを出したり、人気サイトをめぐったり、あるいはショッピングを楽しんだり……でもかまいませんが、インターネットを始めたら、ぜひホームページ作りにチャレンジしてみませんか。とは言っても、HTMLって難しそうだし……」と二の足を踏む気持ちも分からないではありません。が、その気持ちはホームページ･ビルダーが解消してくれるでしょう。現実に、HTMLなんて知らなくても、とても簡単に美しいホームページが作れます。ホームページ作りの強力な助っ人、それがホームページ･ビルダーなのです。

3.1 ワープロ感覚のHTMLエディタ

　ワープロ感覚でホームページを作成できる、いわゆるHTMLエディタです。テンプレートや画像が豊富に用意され、マウス操作や対話形式でホームページを作ることができます。特に、テンプレートを使った対話形式での作成方法は秀逸です。作成するホームページの種類、背景画像、色の組み合わせなどを選択していくだけで、美しいホームページが完成します。リンクの設定、画像の変更などもマウス操作だけでできるので、HTMLの知識も必要ありません。

　さらにホームページ･ビルダーは、ダイナミックHTMLやJavaScriptなどの高度な機能にも対応しています。テンプレートから「動きのあるページ」を選択すれば、これらの知識がなくてもダイナミックに変化するページを作成できます。画像の「ロールオーバー効果」に対応しているのも要注目です。「ロールオーバー効果」とは、画像にマウスカーソルを合わせたとき画像が変化する効果のことです。従来は、スクリプトやダイナミックHTMLを駆使して作成する必要がありましたが、ホームページ･ビルダーなら非常に手軽に作成できます。変化する画像をその場で作成できるのも斬新です。

3.1.1 ウェブアニメータ～GIFアニメーション作成ツール

　ホームページで使用される画像は、GIF形式かJPEG形式のファイルです。このうちGIF形式の画像ファイルには、1つのファイル中に複数の画像を保持し、画像を一定時間ごとに切り替えてアニメーション表示できる「動画GIF」あるいは「アニメーションGIF」という特殊なファイルがあります。ホームページ･ビルダーには、あらかじめたくさんのアニメーションGIFファイルが用意されているので、ホームページに貼り付けるだけで動きのあるページを作成できます。

　さらに、「ウェブアニメータ」を使用すれば、オリジナルのアニメーションGIFファイルを作ることもできます。複数の画像を加工して作ることもできれば、入力した文字から自動的にアニメーションGIFファイルを生成することも可能です。「アニメーションGIFの作成は面倒」と思っている方は、ぜひウェブアニメータを試してみましょう。その簡単さに、きっと驚くはずです。

3.1.2 ウェブアートデザイナー～手軽＆高機能な画像処理ツール

　ページのタイトルに画像を使ったり、画像をボタンにしたりと画像はホームページに欠かせない要素です。しかし、ペイントソフトを使って画像を描いたり、フォトレタッチソフトで画像を加工するには、それなりのテクニックやセンスが必要です。ところが、ウェブアートデザイナーを使うと、いとも簡単にセンスのいい画像ができてしまいます。ほとんどの操作は対話形式でOKです。用意されている画像が豊富なのに加え、バリエーションに富んだ加工方法が用意されているので、作成できる画像は無限といっていいでしょう。デジカメで撮ったオリジナル写真を加工したり、マウスカーソルが載ったときだけ画像が切り替わる「ロールオーバー」を作成することも可能です。

3.1.3 ファイル転送～手軽に使えるFTPソフト

　ホームページを作ったら、関連するファイルをプロバイダのWWWサーバにアップロード（コピー）する必要があります。ホームページ･ビルダーの「ページ転送」あるいは「サイト転送」の機能を使うのが最も簡単ですが、サーバ上にディレクトリを作ったり、サーバ上の不要なファイルを削除するときは「ファイル転送」を使います。いわゆるFTPソフトですが、自分のマシンとサーバのディレクトリを同期させる機能も用意されているので、サーバ上のファイルをつねに最新の状態に保つのも簡単です。
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